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序論

手指表象
　近年は、古代より近世、ひいては近代
初期における史料に見られる障害者関連
記述を整理し史学的考察を図ることによ
り、障害者が当時社会からどのように見
られていたのか、また障害者自身が差別
などの社会問題などをどのようにとらえ
ていたのかを明らかにしていく障害歴史
学とでもいうべき分野の拡充が図られて
いる。筆者はこのような作業の一環とし
て、近世以前の非文字史料（絵画など）
に見られる聾唖表象や手指表象を網羅的
に集輯することを試みている。聾唖表象
は聾唖者自体を描写したもの、手指表象
は手話を始めとする手指媒体を介する意
思疎通手段の描写を想定している。
　しかし、非文字史料に描かれたであろ
う聾唖者の集輯には、他の身体障害者（肢
体不自由者や視覚障害者など）には見ら

れない「不可視性」という問題が大きく
横たわる。したがって、聾唖者を前景化
ないし可視化する手段として、手指表象
を伴う聾唖者を描くか、対面相手との意
思疎通に困難を来している様子を描くと
いった手法を講じる例が散見されるもの
とも考えられる。しかしながら、手話な
いし身振りといった手指表象の描写の絵
画的意図が鑑賞者に正しく伝わるのかと
いった問題を避けることはできない。こ
れは「手指表象の二次元投影における変
質」というものであり、この変質には通
時的なものと共時的なものがある。通時
的な変質は手指表象の絵画的意図が当時
は社会一般に共有されていたものの、時
代を経ると共に共有知識が失われること
により現在の鑑賞者が近世以前の非文字
史料に描かれた手指表象の絵画的意図を
正しく理解することができないというも
のである。一方、共時的な変質は、手話
や身振りが描写されることにより、手話
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や身振りが示す言語ないし非言語的意図
を包含する絵画的意図が鑑賞者に正しく
伝わらなくなるというものである。本稿
では手指表象、特に動きを伴う手指表象
を描写するときに見られる変質の本質を
顕現化する試みの一環として、中世ドイ
ツ写本『ザクセンシュピーゲル』の挿絵
に見られる多腕像に焦点を当て、パラテ
クストとしての挿絵の多腕像の分節・抽
出・同時描写の過程を考証することによ
り、聾唖表象学の拡充に寄与することを
期する。

宗教
古来、絵画は現実世界のみならず宗教的
世界における逸話的事実の再構成を図
る手段として講じられ、その一環とし
て手指表象に様々な約束事を設けてき
た。鑑賞者は手指表象における約束事を
通して寓意や象徴といった絵画的意図を
汲み取ってきたものと考えられる（森
2005）。そのような事例を踏まえ、de 
Saint-Loup（1993）は中世西欧宗教画に
見られる聾唖者と手指表象の寓意・象徴
の関連性を論じ、Tal（2010）は中途失
聴者でもあるゴヤ自身が描いた絵画にお

ける身振りの寓意を論じている。しかし
ながら、近世以前の日本非文字史料にお
ける手指表象及びそれらに立脚した聾唖
表象の図像学的ないし表象学的論証は緒
についたばかりである（末森2013, 2014, 
2015）。

法的符牒
　近世以前の社会では西欧や東洋を問
わず、意思疎通において手指表象に言
語的意図を持たせる事例には事欠かな
かった。その一例として法的符牒（legal 
sign）が挙げられ、de Saint-Loup（1993）
は『ザクセンシュピーゲル』ハイデルベ
ルグ本の挿絵に見られる多腕像を紹介し
ている（図１）。中世ドイツ写本『ザク
センシュピーゲル』には当時の貴族社会
で用いられていた手指符牒が克明に描か
れており、近年はこれらの手指符牒に
関する研究も精力的に展開されている

（Caviness 2003, Schlecht 2011）。このよ
うな中世西欧写本群に描かれた法的符牒
は珍しいものではなく、『ラットレル詩
篇』に描かれたものもよく知られている

（図２）。一方、マヤ文明の史料にも法的
符牒に該当するものと思われる手指表象

図1　『ザクセンシュピーゲル』ハイデルベルグ本
の挿絵における多腕像（詳細は表1を参照）

図2　『ラトレット詩篇』挿絵における法的符牒　
68r（British Library蔵）
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が描かれている（図３）。したがって、
限定的な言語的意図ないし寓意・象徴を
包含する手指表象は聾唖共同体に限定さ
れたものではなく、一般社会において普
遍的に見られる事象であったと言うこと
を弁えておくことが望まれよう。

指文字・指数字
　古代・中世の西欧では暗記術の一環と
して指文字が幅広く用いられ、それらを
まとめた本も出ている（Rosselli 1579）。
更に、指文字を表している人物を描い
た肖像画なども描かれており、Bragg

（1996）は『カンタベリー物語』の編著
者として知られているチョーサーの肖像
画に描かれている指文字の論証を行って
いる。このような例は手指表象の言語化
を伴う分岐事象と見なすことも可能であ
り、中世後期の西欧における聾唖教育の
勃興と軌を同一にするものと見なすこと
もできよう（Bragg 1997）。

動きを伴う手指表象の描写

動きを伴う手指表象の二次元投影におけ
る課題
　手指表象を描写した非文字史料は多岐
に渉るものの、上述の手指表象は静的な
ものであり、描写における技術的な問題
はほとんどなかったものとも考えられ
る。しかしながら、聾唖表象の前景化な
いし可視化における有力な手法と考えら
れる手話ないし身振りの描写には、「動
きのある対象をどのように描くのか」と
いう問題が顕現化されることになり、こ
れは上述の「手指表象の二次元投影にお
ける変質」における共時的な問題の中心
をなすものでもある。ただ、手話や身振
りの描写には数多くの技術的な問題が伴
うことになり、自ら手話や身振り自体を
描写した絵画は非常に少なくならざるを
得なかったものとも考えられる（末森
2015）。

他視点多重描写
　小田（2008）は写真という優れた技術
の誕生及び開発が絵画にどのような影響
を与えたかを詳細に論じている。特に、
写真は瞬間を写し取るという点において
は絵画の追従を許さないものがあり、そ
の影響の元に、絵画は逸話的事実から絵
画的事実の伝達手段へと変化していくこ
とになる。その過程では、多様な視点（視
座・視軸）による対象事象の分節及び多
重描写という手法が生まれ、このような
手法としてはピカソやブラックの絵画が
よく知られている。一方、近世以前の日
本や中国の絵画においても、異時同画と
いう絵画技術が多用されてきたことが知

図3　 マ ヤ 古 文 書 に お け る 法 的 符 牒　Codex 
Becker 15
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られている。このような手法も他視点多
重描写の一例と見なせる。

瞬間多重描写
　事象の瞬間を写し取るという写真の特
性は、連続事象、すなわち動きを伴う事
象の一定間隔ごとの瞬間の描写及びそれ
らの多重描写という手法を生み出し、マ
レー（1882）やマイブリッジ（1884）の
連続写真などがよく知られている（図
４）。更に、このような連続写真は画家
にも少なからぬ影響を及ぼし、デュシャ
ン（1912）やバッラ（1912）は明らかに
連続写真の模倣及び超克を意図したもの
と窺われる絵画を残している（図５）。
Danet（2010）やMiletitch（2012）は手
話の撮影とも描写とも解釈し得る連続写
真の重ね合わせに関する研究を展開して
いるものの、これは上述の連続写真ない
し他視点多重描写の系譜に連なるものと
捉えることもできる（図６）。

　図１と図７を比較すると「手話の二次
元投影におけるアポリア」という課題に
関して多くの示唆が得られる。de Saint-
Loup（1993）はこの多腕像に言及した
ものの、「なぜ多腕像が描かれたのか」
という問いを立てて考察を行うことはし
ていない。２枚の図に共通するのは、「対

象事象の分節」及び「分節の抽出及び多
重描写」という点である。もっとも、前
者における対象事象は『ザクセンシュ
ピーゲル』の本文（テクスト）であり、
後者は手話話者の語りになるという点が
異なる。この点を弁えれば、中世写本『ザ
クセンシュピーゲル』の挿絵に見られる
多腕像における分節・抽出・多重描写の
経緯を検証することにより、手話の二次
元投影における分節・抽出・多重描写の
経緯の考証の展開を図ることができるも
のとも考えられる。

挿絵における間テクスト性およびパラテ
クスト性
　20世紀より西欧は言うに及ばず、国内
においても中世西欧写本におけるテクス

図5　 デ ュ シ ャ ン《 階 段 を 降 り る 裸 体No.2》
（1912年）

図4　マレー《鳥》（1882年）
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ト（文字資料）と挿絵の関係に関する研
究が展開され、多大な知見を呈してきた

（辻1995, カミール1999, ヨハネク2006, 
鼓2010, 堀越2012）。浜野（2005, 2014）
は中世中高ドイツ写本『創世記』におけ
るテクストと挿絵の間における間テクス
ト性を論じることにより、挿絵のパラテ
クスト性およびそのゆらぎの存在を明ら
かにしている。また、高木（2010）は近
世日本史料における挿絵のパラテクスト
性を論じている。
　したがって、『ザクセンシュピーゲル』
の挿絵にみられる多腕像のパラテクスト
性および該当するテクストとの間テクス
ト性を論じることにより、手話の描写と
音声言語の記述行為（文字への転換）の
間における共通事象の探求に寄与し得る
ことが期待できるものとも考えられる。

『ザクセンシュピーゲル』写本群

　『ザクセンシュピーゲル』はドイツ語
が用いられていた地域で口頭伝承されて
いた慣習法を文書化したものであり、4
件の序文にラント法及び封建法の二部
を加えた仕様になっている。『ザクセン
シュピーゲル』はザクセンの騎士アイ
ケ・フォン・レプゴウが1225年頃までに
はラテン語による原本の編纂を終え、そ

の後レプゴウの君主でもあるファルケン
伯ホイアーの要請により1235年頃までに
は中世低地ドイツ語への翻訳が進められ
たものとみられている。ちなみに、題
名『ザクセンシュピーゲル』は「ザクセ
ンの鏡」という意味である。『ザクセン
シュピーゲル』は中世低地ドイツ語で
書かれ極彩色の挿絵が添えられている
写本群が残されており、特にハイデル
ベルグ本（Heiderberg）、ドレスデン本

（Dresden）及びヴォルフェンビュッテ
ル本（Wolfenbüttel）が史料価値が高い
ものとして知られている。
　ハイデルベルグ本はロルシュ修道院付
属図書館蔵本を中心に受け継いで1557年
に設立されたビブリオテカ・パラティナ
に所蔵されていたことが確認されてお
り、その後ビブリオテカ・パラティナの
主要所蔵文献はバチカン図書館に寄贈さ
れたもののビブリオテカ・パラティナに
返却されるという経緯を辿っているもの
の、その中にハイデルベルグ本が含まれ
ていたことも確認されている（雄松堂書
店2012）。更に1816年ビブリオテカ・パ
ラティナの主要所蔵文献がハイデルベル
グ大学図書館に移管されたのに伴い、ハ
イデルベルグ本もハイデルベルグ大学図
書館に移管され現在に至っている。ハイ
デルベルグ本は1295～1304年の間に作製

図6　手話の連続写真　Danet （2010） のFig.1を転載。　
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されたものと見られており、60頁（30葉）
のうち337点の挿絵が確認されている。
　ドレスデン本はザクセン州立図書館

（兼ドレスデン工科大学図書館）に所蔵
されている（雄松堂書店2012）。ドレス
デン本は1347～1363年の間に作製された
ものと見られており、184頁（92葉）の
うち924点の挿絵が確認されている。　
　ヴォルフェンビュッテル本はドイツ北
部の小都市ヴォルフェンビュッテルにあ
るヘルツォーク・アウグスト図書館に所
蔵されている（雄松堂書店2012）。ヴォ
ルフェンビュッテル本は14世紀後期に作
製されたものと見られており、172頁（86
葉）のうち776点の挿絵が確認されてい
る。

多腕像の比較
　３種類の『ザクセンシュピーゲル』写
本（ハイデルベルグ本、ドレスデン本、
ヴォルフェンビュッテル本）の挿絵群に
見られる多腕像を網羅的に収集し目録の
作成を行った（表１）。多腕像が確認さ
れた挿絵に該当するテクスト（法令条文）
は３種類の写本総てにおいて共通してお
り、その数は11件に上った。11件のうち、
写本の間で多腕像の描写内容に変化の見
られるものは５件になった（表１：１, ２, 
３, ４, 10項）。その内容は次の通りであ
る。
　表１の１項：「２人の家臣に主君は一
つの所領を封与する」を示す箇所で、ハ
イデルベルグ本では２人の家臣それぞれ
の両手が描かれている（計３本）のに対
し、ドレスデン本とヴォルフェンビュッ
テル本では２人の家臣のうち手前の家臣
は左手のみを出している（計２本）。す

なわち、多腕像の腕は３本から２本に
減っている。
　表１の２項：「（具体的にこの所領に特
定され）明示されたゲティンゲ」を意味
する指差がハイデルベルグ本では描かれ
ている（計３本）ものの、ドレスデン本
とヴォルフェンビュッテル本では描かれ
ていない（計２本）。すなわち、多腕像
の腕は３本から２本に減っている。
　表１の３項： 「死亡した家臣の家臣、
主君から見れば又家臣に）（又）授与さ
れている（状態である）」を意味する指
差がハイデルベルグ本では描かれている
ものの、ドレスデン本では所領を示す麦
のみが描かれ、ヴォルフェンビュッテル
本では指差、麦ともに消えている。すな
わち、多腕像の腕は３本から２本に減っ
ている。
　表１の４項：「もしくは、（新しい主君
を）している以前に、その所領を（特定
して）」と「彼が（それまでそれ（＝そ
の所領）をその者から受領していた（＝
家臣に受封していた）主君（の名）」そ
れぞれを意味する指差がハイデルベルグ
本では一人の人物の多腕により示されて
いる（計４本）ものの、ドレスデン本で
は受封を受ける家臣とは別の家臣により
示されている（各２本）。すなわち、多
腕像の腕は４本から２本に減っている。
　表１の10項：「『彼が知っているもの（＝
所領）』は直ちにそれをすべて『（特定し
て具体的に）』」において二重括弧で示さ
れている箇所を意味する２本の指差がド
レスデン本およびヴォルフェンビュッテ
ル本では消えている。すなわち、多腕像
の腕は５本から３本に減っている。また、
ハイデルベルグ本では抽象的な１個の顔
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で裁判の意味が示されているのに対し、
ドレスデン本とヴォルフェンビュッテル
本では多数の人間を描くと言うわかりや
すい形に変化している。
　すなわち、ハイデルベルグ本の挿絵の
多腕像にはあるもののドレスデン本には
ない指差表象は、表１の２, ４, 10項で
は「所領を特定／所有する」を意味する
指差表象であることが窺われる。これら
は「所領の封与」という最も重要な内容
に比べれば重要ではなく、特に指差表象
を示さなくても所領を意味する麦を描く
ことで十分間に合うと判断されたものと
も考えられる。同様に、表１の１項の場
合は、「所領の封与」を意味する手指表
象は片手でも十分意味は読者に伝わると
判断されたものとも考えられる。ハイデ
ルベルグ本ないし『ザクセンシュピーゲ
ル』原本を基にドレスデン本などが新た
に作られるときに、挿絵の人物群をより
実際の人間像に近づける意図が潜在的に
あり、その結果、多腕像の腕の数が減る
という事象が生じたのかもしれない。

動きの分節同時描写と文の分節同
時描写の共通性

　ある一連の動きを同間隔ごとに瞬時に
写し撮ることにより分節し、それらを重

ね合わせて一枚の画面を再構成する（多
重的描写）ことにより、新たな絵画的事
実を構成する試みと、一連のコンテクス
ト（文字資料）を大まかな意味に分けら
れる分節ごとに分節し、各文節それぞれ
を指差表象により焦点化した描写を重ね
合わせることにより、逸話的事実の再構
成を図る試みは、対象事象の分節及び多
重描写による再構成という視軸において
共通性を示すことが窺われる。
　対象とするコンテクストを分節し、各
分節における焦点を前景化した逸話的事
実を重ね合わせることにより逸話的事実
の再構成を図る作業においては、各分節
における焦点の前景化がどのように行わ
れたのかが大きな関心になる。『ザクセ
ンシュピーゲル』の挿絵に見られる多腕
像の構成においては、「各文節の焦点化
に用いられた『指差表象』」の重ね合わ
せという手法が用いられたということに
着眼すべきであろう。すなわち、対象事
象の分節により生じた各分節（文節では
ない）の焦点化による抽出及び前景化に
は指差表象が用いられる傾向があるとい
う可能性を考慮することも望まれよう。
　執筆者は拙稿（末森2015）にて徳川美
術館本《豊国祭礼図屏風》の「非人施
行」場面に唖者群が描かれている可能性
を提唱した。ここでは、唖者群の一部は

図7　《豊国祭礼図屏風》徳川美術館本「非人施行」場面における唖者群　末森（2014, 2015）より転載。
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表1　『ザクセンシュピーゲル』ハイデルベルグ本、ドレスデン本、ヴォルフェンビュッテル本の挿絵に
　　　おける多腕像の比較
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投稿論文●中世西欧写本群『ザクセンシュピーゲル』における多腕像の図像学的及びテクスト論的考証
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 B
el

eh
nu

ng
 n

ac
h 

Ve
rw

ei
su

ng
 d

es
ま

た
、

（
上

級
）

主
君

が
彼

（
＝

家
臣

）
に

（
自

ら
授

封
せ

ず
に

）
（

彼
の

家
臣

の
中

か
ら

新
し

い
主

君
を

）
指

定
す

る
こ

と
を

望
（

み
、

そ
の

家
臣

＝
新

し
い

主
君

が
そ

の
指

定
に

つ
い

て
、

例
え

ば
自

分
は

そ
れ

を
知

ら
な

か
っ

た
と

し
て

争
い

、
（

又
）

家
臣

に
対

す
る

授
封

を
拒

）
む

場
合

、
か

の
者

（
＝

（
又

）
家

臣
）

は
、

こ
の

（
主

君
の

）
指

定
を

、
そ

の
（

上
級

）
主

君
に

対
し

て
証

人
（

に
よ

る
立

証
）

を
も

っ
て

、
（

す
な

わ
ち

）
彼

（
＝

上
級

主
君

）
の

家
臣

た
ち

の
法

（
な

い
し

権
利

）
に

従
い

（
具

体
的

に
は

彼
の

家
臣

た
ち

の
宣

誓
を

も
っ

て
）

、
（

次
の

こ
と

、
す

な
わ

ち
）

彼
（

＝
家

臣
、

自
分

）
が

彼
（

＝
上

級
主

君
）

に
対

し
て

、
法

（
の

定
め

）
に

よ
っ

て
彼

（
＝

上
級

主
君

）
が

彼
（

＝
家

臣
、

自
分

）
に

（
新

し
い

主
君

を
）

指
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
よ

う
に

（
正

し
く

法
に

適
っ

た
仕

方
で

）
、

授
封

更
新

を
求

め
た

こ
と

を
立

証
す

べ
き

で
あ

る
。

彼
（

＝
（

又
）

家
臣

）
が

こ
の

こ
と

を
上

級
主

君
に

対
し

て
（

証
人

に
よ

り
）

立
証

す
る

（
な

い
し

、
し

た
）

な
ら

ば
、

人
（

＝
上

級
主

君
）

が
彼

（
＝

家
臣

）
に

指
定

す
る

（
な

い
し

、
し

た
）

（
新

し
い

）
主

君
に

対
し

て
は

、
彼

（
＝

家
臣

）
は

い
か

な
る

（
証

人
に

よ
る

）
立

証
を

も
必

要
と

し
な

い
。
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な
ん

び
と

（
＝

い
か

な
る

家
臣

）
も

、
彼

の
主

君
が

彼
（

＝
家

臣
）

に
封

与
し

て
い

た
所

領
を

（
こ

の
同

じ
主

君
か

ら
）

も
う

一
度

（
な

い
し

、
改

め
て

）
受

領
す

る
必

要
は

な
い

。
彼

（
＝

主
君

）
が

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
を

（
上

級
主

君
に

）
返

還
ま

た
は

売
却

し
、

そ
し

て
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
（

上
級

主
君

か
ら

）
再

び
受

領
す

る
（

な
い

し
、

し
た

）
場

合
、

彼
（

＝
主

君
）

が
6週

と
1

年
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

に
つ

い
て

ゲ
ヴ

ェ
ー

レ
（

＝
占

有
）

を
欠

い
て

い
る

（
な

い
し

、
い

た
）

の
で

な
い

限
り

。
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い
ず

れ
か

の
家

臣
の

（
＝

家
臣

に
授

封
さ

れ
て

い
た

）
所

領
を

主
君

が
、

そ
の

所
領

の
持

主
で

あ
る

（
＝

そ
の

所
領

を
授

封
さ

れ
て

い
た

）
彼

（
＝

家
臣

）
が

居
合

わ
せ

て
い

る
と

こ
ろ

で
、

そ
の

家
臣

の
正

式
な

異
議

（
申

立
）

な
し

に
、

よ
そ

へ
（

＝
別

な
家

臣
に

）
封

与
す

る
（

な
い

し
、

し
た

）
場

合
、

彼
（

＝
そ

の
家

臣
）

は
、

そ
れ

以
前

に
は

そ
の

者
の

レ
ー

ン
で

あ
っ

た
そ

の
所

領
に

つ
い

て
、

も
は

や
い

か
な

る
権

利
を

も
主

張
（

な
い

し
、

要
求

）
す

る
こ

と
を

え
な

い
。
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あ
る

家
臣

が
彼

の
代

言
人

の
言

葉
を

肯
定

せ
ず

、
そ

し
て

主
君

が
そ

の
か

ど
で

代
言

人
の

責
を

問
う

（
な

い
し

、
代

言
人

を
問

責
す

る
）

場
合

は
、

彼
（

＝
代

言
人

）
は

そ
の

か
ど

で
（

主
君

に
）

罰
金

を
支

払
わ

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

彼
（

＝
代

言
人

）
が

、
そ

れ
に

対
し

て
（

彼
の

権
利

に
基

づ
き

）
（

単
独

で
）

宣
誓

を
行

い
、

（
次

の
こ

と
、

す
な

わ
ち

）
彼

（
＝

自
分

）
は

、
彼

（
＝

自
分

）
が

代
言

人
と

し
て

そ
の

者
に

与
え

ら
れ

た
か

の
者

（
＝

主
君

に
よ

っ
て

召
喚

さ
れ

問
責

さ
れ

て
い

る
家

臣
本

人
）

が
彼

（
＝

自
分

）
に

乞
う

（
た

）
の

と
違

う
よ

う
に

は
話

さ
な

か
っ

た
こ

と
、

を
宣

誓
す

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
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 N
ac

hk
om

m
e 

bi
et

et
 d

em
 L

eh
ns

he
rr

en
 d

es
父

の
死

後
息

は
、

1年
と

1日
以

内
に

、
彼

の
主

君
の

許
へ

赴
き

、
そ

し
て

彼
（

＝
主

君
）

に
対

し
て

両
手

を
合

わ
せ

て
（

＝
両

手
の

指
を

互
い

に
絡

ま
せ

て
）

彼
（

＝
息

）
の

忠
誠

宣
誓

を
捧

げ
る

べ
き

で
あ

り
、

そ
し

て
（

な
い

し
、

そ
の

際
）

彼
（

＝
息

）
は

、
主

君
が

立
っ

て
い

る
場

合
は

、
彼

（
＝

主
君

）
の

て
が

彼
（

＝
息

）
に

届
く

ほ
ど

近
く

ま
で

、
彼

（
＝

主
君

）
に

歩
み

寄
る

べ
き

で
あ

る
。

し
か

し
、

主
君

が
（

椅
子

に
）

座
っ

て
い

れ
ば

、
彼

（
＝

息
）

は
彼

（
＝

主
君

）
の

前
に

跪
く

べ
き

で
あ

る
。

彼
（

＝
息

）
は

（
そ

の
際

）
両

手
を

主
君

の
法

に
動

か
す

（
＝

差
し

出
す

）
べ

き
で

あ
る

、
と

言
う

者
が

幾
人

か
い

る
が

、
そ

れ
は

当
た

ら
な

い
。

と
い

う
の

は
、

家
臣

が
、

彼
（

＝
主

君
）

が
立

っ
て

い
れ

ば
主

君
の

方
へ

歩
み

寄
り

、
あ

る
い

は
、

彼
（

＝
主

君
）

が
（

椅
子

に
）

坐
っ

て
い

れ
ば

彼
（

＝
主

君
）

の
前

に
跪

く
時

、
彼

（
＝

家
臣

）
の

身
体

全
体

が
（

主
君

の
方

へ
）

動
く

の
で

あ
っ

て
、

手
も

（
そ

れ
に

連
れ

て
）

動
か

ざ
る

を
え

な
い

（
＝

手
だ

け
を

主
君

の
方

に
差

し
出

す
の

で
は

な
い

）
か

ら
で

あ
る

。
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es

 G
ef
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ch
af

ts
an

ge
bo

ts
主

君
が

不
法

に
も

（
＝

法
（

の
定

め
）

に
反

し
て

）
、

彼
（

＝
主

君
）

が
彼

（
＝

家
臣

）
を

（
自

分
の

）
家

臣
と

し
て

受
け

入
れ

る
こ

と
を

拒
む

（
な

い
し

、
拒

ん
だ

）
場

合
は

、
家

臣
は

、
彼

（
＝

家
臣

）
が

彼
の

忠
誠

宣
誓

（
な

い
し

、
臣

従
礼

）
を

そ
の

（
授

封
を

受
け

る
）

た
め

に
捧

げ
た

所
領

を
保

持
す

べ
き

で
あ

っ
て

、
（

そ
れ

囲
碁

、
そ

の
所

領
を

）
（

主
君

に
対

す
る

）
勤

務
な

し
に

専
有

す
る

こ
と

が
で

き
、

彼
が

そ
の

こ
と

に
つ

い
て

生
き

た
証

拠
（

＝
証

人
）

を
有

す
る

限
り

、
（

主
君

に
対

し
て

）
二

度
と

再
び

そ
の

所
領

（
の

授
封

）
を

希
求

要
が

な
く

、
さ

ら
に

そ
の

所
領

を
彼

（
＝

自
分

）
の

子
（

た
ち

）
に

相
続

さ
れ

、
ま

た
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
彼

（
＝

自
分

）
の

家
臣

（
た

ち
）

に
（

又
）

授
封

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
け

だ
し

彼
（

＝
家

臣
）

は
、

そ
れ

に
つ

い
て

彼
（

＝
家

臣
）

に
法

（
こ

の
場

合
、

授
封

）
が

拒
ま

れ
た

所
領

を
法

（
の

定
め

）
に

従
っ

て
取

得
し

た
の

だ
か

ら
。

（
し

た
が

っ
て

）
家

臣
は

、
彼

の
（

た
め

に
）

証
人

（
に

な
る

べ
き

者
）

が
死

亡
し

な
い

限
り

、
彼

の
忠

誠
宣

誓
（

な
い

し
、

臣
従

礼
）

を
も

う
一

度
捧

げ
る

こ
と

を
要

し
な

い
（

の
で

あ
る

）
。
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l I
I

主
君

が
家

臣
に

対
し

て
、

彼
（

＝
家

臣
）

が
法

（
の

定
め

）
に

従
っ

て
彼

（
＝

主
君

）
の

許
へ

持
ち

込
ん

だ
所

領
を

封
与

す
る

場
合

は
、

彼
（

＝
家

臣
）

は
彼

（
＝

主
君

）
に

対
し

て
、

彼
が

知
っ

て
い

る
も

の
（

＝
所

領
）

は
、

直
ち

に
そ

れ
を

す
べ

て
（

特
定

し
て

具
体

的
に

）
申

し
立

て
る

義
務

を
負

う
。

し
か

し
な

が
ら

、
彼

（
＝

家
臣

）
が

（
具

体
的

に
）

知
ら

な
い

も
の

（
＝

所
領

）
は

、
彼

（
＝

家
臣

）
は

そ
れ

を
彼

（
主

君
）

に
対

し
て

14
夜

後
に

（
具

体
的

に
特

定
し

て
）

申
し

立
て

る
べ

き
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

主
君

は
、

彼
（

＝
家

臣
）

に
（

14
夜

後
に

）
（

裁
判

）
期

日
を

定
め

て
（

家
臣

を
）

彼
（

＝
主

君
）

の
家

臣
（

た
ち

）
の

前
へ

（
＝

主
君

の
レ

ー
ン

法
廷

へ
）

召
喚

す
べ

き
で

あ
る

。
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あ

れ
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＝

家
臣

）
が

そ
こ

で
申

し
立

て
な

い
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な
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っ
た
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＝
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、
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（

＝
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を
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を
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。
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る
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封

臣
）
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保
な

し
に

授
封

す
る

な
ら

ば
、

そ
の

（
土

地
の

）
上

に
あ

る
建

物
は

い
か

な
る

も
の

で
も

、
そ

の
土

地
と

一
緒

に
そ

の
人

（
封

臣
）

の
も

の
と

な
る

、
〈

あ
た

か
も

そ
れ

が
か

つ
て

領
主

（
封

主
）
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も
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で

あ
っ

た
ご

と
く

に
、

た
だ

し
彼
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領

主
）

が
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れ
を
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2人
の

家
臣

に
主

君
は

（
同

じ
）

一
つ

の
所

領
を

封
与

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
す

な
わ

ち
、

一
人

は
そ

れ
に

つ
い

て
ゲ

ヴ
ェ

ー
レ

（
＝

占
有

・
占

有
権

）
を

持
ち

、
そ

し
て

も
う

一
人

は
、

そ
の

所
有

を
ゲ

ヴ
ェ

ー
レ

の
中

に
持

っ
て

い
る

（
＝

現
に

レ
ー

ン
と

し
て

占
有

・
支

配
し

て
い

る
）

者
が

封
相

続
人

な
し

に
死

亡
し

た
場

合
は

〈
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
そ

れ
に

つ
い

て
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
持

っ
て

い
る

も
の

が
受

領
す

る
〉

、
と

い
う

ゲ
デ

ィ
ン

ゲ
（

＝
予

約
）

を
（
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つ

）
と

言
う

よ
う

に
。

ま
た

、
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れ
（

＝
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の
所

領
）
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ゲ

ヴ
ェ
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レ

の
中
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っ
て
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る

（
＝

現
に

レ
ー

ン
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し
て

占
有
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支

配
し

て
い

る
）

者
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そ
れ

を
手

放
す

（
な

い
し

、
主

君
に

返
還

す
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）
な

ら
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デ
ィ

ン
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＝
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棄
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れ
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）
。
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彼
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＝
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所

領
）
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（
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し
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主

君
に

返
還

し
）

た
者

が
、

そ
れ

を
再

び
（

主
君

か
ら

）
受

領
し

、
（

そ
の

後
彼

が
封

相
続

人
な

し
に

死
亡

し
て

）
そ

の
所

領
に

つ
い

て
（

の
占

有
権

が
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
持

つ
者

に
）

帰
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す
る

場
合

は
、
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で
は

な
い

。
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い
ず

れ
か

の
主

君
が

か
れ

の
家

臣
に

あ
る

所
領

を
（

次
の

よ
う

な
条

件
で

、
す

な
わ

ち
）

そ
れ

が
少

な
く

て
も

多
く

て
も

、
そ

れ
（

＝
あ

る
所

領
）

が
彼

（
＝

主
君

）
に

と
っ

て
最

初
に

自
由

に
な

る
時

に
（

つ
ま

り
、

最
初

に
主

君
の

手
に

戻
っ

た
所

領
を

、
そ

の
大

小
に

関
わ

ら
ず

そ
の

家
臣

に
占

有
・

支
配

さ
せ

る
と

い
う

条
件

で
）

封
与

し
、

そ
の

後
も

う
一

人
（

の
家

臣
）

に
（

具
体

的
に

こ
の

所
領

に
特

定
さ

れ
）

明
示

さ
れ

た
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
封

与
す

る
（

な
い

し
、

し
た

）
場

合
、

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
を

ゲ
ヴ

ェ
ー

レ
の

中
に

持
っ

て
い

る
（

レ
ー

ン
と

し
て

占
有

・
支

配
し

て
い

る
）

者
が

死
亡

す
る

（
あ

る
い

は
、

し
た

）
時

、
前

者
は

後
者

に
対

し
（

彼
よ

り
も

）
先

の
（

＝
先

に
与

え
ら

れ
て

い
た

）
レ

ー
ン

（
あ

る
い

は
授

封
）

を
も

っ
て

（
あ

る
い

は
、

そ
れ

を
理

由
に

）
、

彼
（

＝
後

者
）

の
（

こ
の

所
領

に
特

定
さ

れ
）

明
示

さ
れ

た
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
破

る
こ

と
を

え
な

い
。
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け
だ

し
そ

れ
（

＝
そ

の
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

が
設

定
さ

れ
て

い
た

所
領

）
は

（
そ

れ
を

占
有

・
支

配
し

て
い

た
家

臣
の

死
亡

に
よ

っ
て

）
主

君
に

と
っ

て
自

由
に

な
る

（
主

君
の

手
に

戻
る

）
こ

と
は

な
い

か
ら

で
あ

る
。

但
し

人
（

＝
主

君
）

が
（

前
者

と
の

約
定

＝
彼

へ
の

待
機

権
の

封
与

を
反

故
に

す
る

た
め

に
）

、
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
ゲ

ヴ
ェ

ー
レ

の
中

に
持

つ
（

＝
占

有
・

支
配

し
て

い
る

）
者

が
病

床
に

臥
し

て
い

る
間

に
脱

法
的

譲
与

の
手

段
と

し
て

（
そ

の
所

領
に

つ
い

て
の

）
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
（

別
な

家
臣

に
）

封
与

す
る

（
な

い
し

、
し

た
）

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

。
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あ
る

主
君

が
彼

の
家

臣
に

所
領

を
、

そ
れ

（
＝

あ
る

所
領

）
が

（
そ

れ
を

占
有

・
支

配
し

て
い

る
）

彼
の

家
臣

の
死

亡
に

よ
り

彼
（

＝
主

君
）

に
と

っ
て

最
初

に
自

由
に

な
る

（
主

君
の

手
に

戻
っ

た
）

時
に

（
占

有
・

支
配

さ
せ

る
）

、
と

い
う

よ
う

に
（

＝
と

い
う

条
件

で
）

封
与

し
、

そ
れ

に
つ

い
て

そ
れ

以
外

の
こ

と
を

決
め

（
て

い
）

な
い

場
合

は
、

そ
の

家
臣

は
主

君
に

と
っ

て
自

由
に

な
る

（
＝

主
君

の
手

に
戻

る
）

最
初

の
所

領
を

、
そ

れ
が

自
由

（
＝

ま
た

授
封

さ
れ

て
い

な
い

状
態

）
で

あ
る

に
せ

よ
（

死
亡

し
た

家
臣

の
家

臣
、

主
君

か
ら

見
れ

ば
又

家
臣

に
）

（
又

）
授

封
さ

れ
て

い
る

（
状

態
で

あ
る

）
に

せ
よ

、
（

主
君

か
ら

）
受

領
す

べ
き

で
あ

る
。

家
臣

に
封

与
さ

れ
（

ま
だ

）
（

占
有

）
指

定
（

な
い

し
、

特
定

・
明

示
）

さ
れ

て
い

な
い

い
ず

れ
の

所
領

を
も

、
彼

（
＝

家
臣

）
は

、
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

が
彼

（
＝

家
臣

）
に

封
与

さ
れ

た
後

（
そ

の
帰

属
を

め
ぐ

り
争

い
が

生
じ

た
時

は
）

、
証

人
（

に
よ

る
立

証
）

を
も

っ
て

（
立

証
・

）
取

得
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
彼

（
＝

家
臣

）
は

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
に

つ
い

て
ゲ

ヴ
ェ

ー
レ

（
＝

占
有

）
を

欠
い

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。
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,
あ

る
主

君
が

、
上

級
主

君
の

前
（

＝
レ

ー
ン

法
廷

）
で

彼
の

家
臣

の
所

領
（

＝
主

君
が

自
分

の
家

臣
に

（
又

）
授

封
し

て
い

る
レ

ー
ン

）
に

つ
い

て
、

い
つ

で
あ

れ
彼

（
＝

下
級

主
君

）
が

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
を

（
上

級
主

君
か

ら
）

受
領

し
、

そ
し

て
（

な
い

し
、

し
た

が
っ

て
）

彼
（

＝
主

君
）

が
法

（
の

定
め

）
に

よ
っ

て
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
（

特
定

し
て

）
申

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

時
に

、
（

そ
の

所
領

が
上

級
主

君
か

ら
授

封
さ

れ
た

レ
ー

ン
で

あ
る

こ
と

を
）

否
認

し
、

あ
る

い
は

、
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
申

告
し

な
い

（
な

い
し

、
し

な
か

っ
た

）
場

合
は

、
そ

の
家

臣
は

、
彼

の
（

＝
彼

に
認

め
ら

れ
て

い
る

）
法

定
の

期
限

内
に

上
級

主
君

に
対

し
て

、
彼

の
レ

ー
ン

の
授

封
更

新
を

求
め

る
べ

き
で

あ
る

。
〈

け
だ

し
〉

、
（

こ
の

場
合

）
（

下
級

）
主

君
は

彼
の

権
利

を
言

い
間

違
い

や
沈

黙
（

＝
申

告
し

な
い

こ
と

）
に

よ
っ

て
失

う
こ

と
が

あ
（

り
う

）
る

が
、

彼
の

家
臣

は
、

彼
の

家
臣

が
法

（
の

定
め

る
手

続
）

に
従

い
（

＝
上

級
主

君
の

レ
ー

ン
法

廷
で

）
そ

の
所

領
を

（
自

分
の

レ
ー

ン
で

あ
る

と
し

て
）

（
主

張
・

）
擁

護
す

る
な

ら
ば

、
（

そ
う

す
る

＝
主

君
の

言
い

間
違

い
や

沈
黙

に
よ

っ
て

彼
の

権
利

を
失

う
）

こ
と

は
な

い
〈

か
ら

で
あ

る
。

〉
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（
又

）
家

臣
が

上
級

主
君

の
許

ま
で

彼
の

所
領

を
追

い
求

め
、

そ
し

て
彼

（
＝

上
級

主
君

）
に

対
し

て
授

封
（

更
新

）
と

（
新

し
い

）
主

君
の

指
定

を
乞

う
時

は
い

つ
で

あ
れ

、
彼

（
＝

又
家

臣
）

は
、

人
（

＝
上

級
主

君
）

が
彼

（
＝

自
分

、
又

家
臣

）
に

（
自

ら
）

授
封

し
、

も
し

く
は

、
（

新
し

い
主

君
を

）
し

て
い

る
以

前
に

、
そ

の
所

領
を

（
特

定
し

て
）

、
ま

た
、

彼
が

（
そ

れ
ま

で
）

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
を

そ
の

者
か

ら
受

領
し

て
い

た
（

＝
家

臣
に

授
封

し
て

い
た

）
主

君
（

の
名

）
を

申
告

す
る

義
務

を
負

う
。
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 B
el

eh
nu

ng
 n

ac
h 

Ve
rw

ei
su

ng
 d

es
ま

た
、

（
上

級
）

主
君

が
彼

（
＝

家
臣

）
に

（
自

ら
授

封
せ

ず
に

）
（

彼
の

家
臣

の
中

か
ら

新
し

い
主

君
を

）
指

定
す

る
こ

と
を

望
（

み
、

そ
の

家
臣

＝
新

し
い

主
君

が
そ

の
指

定
に

つ
い

て
、

例
え

ば
自

分
は

そ
れ

を
知

ら
な

か
っ

た
と

し
て

争
い

、
（

又
）

家
臣

に
対

す
る

授
封

を
拒

）
む

場
合

、
か

の
者

（
＝

（
又

）
家

臣
）

は
、

こ
の

（
主

君
の

）
指

定
を

、
そ

の
（

上
級

）
主

君
に

対
し

て
証

人
（

に
よ

る
立

証
）

を
も

っ
て

、
（

す
な

わ
ち

）
彼

（
＝

上
級

主
君

）
の

家
臣

た
ち

の
法

（
な

い
し

権
利

）
に

従
い

（
具

体
的

に
は

彼
の

家
臣

た
ち

の
宣

誓
を

も
っ

て
）

、
（

次
の

こ
と

、
す

な
わ

ち
）

彼
（

＝
家

臣
、

自
分

）
が

彼
（

＝
上

級
主

君
）

に
対

し
て

、
法

（
の

定
め

）
に

よ
っ

て
彼

（
＝

上
級

主
君

）
が

彼
（

＝
家

臣
、

自
分

）
に

（
新

し
い

主
君

を
）

指
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
よ

う
に

（
正

し
く

法
に

適
っ

た
仕

方
で

）
、

授
封

更
新

を
求

め
た

こ
と

を
立

証
す

べ
き

で
あ

る
。

彼
（

＝
（

又
）

家
臣

）
が

こ
の

こ
と

を
上

級
主

君
に

対
し

て
（

証
人

に
よ

り
）

立
証

す
る

（
な

い
し

、
し

た
）

な
ら

ば
、

人
（

＝
上

級
主

君
）

が
彼

（
＝

家
臣

）
に

指
定

す
る

（
な

い
し

、
し

た
）

（
新

し
い

）
主

君
に

対
し

て
は

、
彼

（
＝

家
臣

）
は

い
か

な
る

（
証

人
に

よ
る

）
立

証
を

も
必

要
と

し
な

い
。
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な
ん

び
と

（
＝

い
か

な
る

家
臣

）
も

、
彼

の
主

君
が

彼
（

＝
家

臣
）

に
封

与
し

て
い

た
所

領
を

（
こ

の
同

じ
主

君
か

ら
）

も
う

一
度

（
な

い
し

、
改

め
て

）
受

領
す

る
必

要
は

な
い

。
彼

（
＝

主
君

）
が

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
を

（
上

級
主

君
に

）
返

還
ま

た
は

売
却

し
、

そ
し

て
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
（

上
級

主
君

か
ら

）
再

び
受

領
す

る
（

な
い

し
、

し
た

）
場

合
、

彼
（

＝
主

君
）

が
6週

と
1

年
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

に
つ

い
て

ゲ
ヴ

ェ
ー

レ
（

＝
占

有
）

を
欠

い
て

い
る

（
な

い
し

、
い

た
）

の
で

な
い

限
り

。
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い
ず

れ
か

の
家

臣
の

（
＝

家
臣

に
授

封
さ

れ
て

い
た

）
所

領
を

主
君

が
、

そ
の

所
領

の
持

主
で

あ
る

（
＝

そ
の

所
領

を
授

封
さ

れ
て

い
た

）
彼

（
＝

家
臣

）
が

居
合

わ
せ

て
い

る
と

こ
ろ

で
、

そ
の

家
臣

の
正

式
な

異
議

（
申

立
）

な
し

に
、

よ
そ

へ
（

＝
別

な
家

臣
に

）
封

与
す

る
（

な
い

し
、

し
た

）
場

合
、

彼
（

＝
そ

の
家

臣
）

は
、

そ
れ

以
前

に
は

そ
の

者
の

レ
ー

ン
で

あ
っ

た
そ

の
所

領
に

つ
い

て
、

も
は

や
い

か
な

る
権

利
を

も
主

張
（

な
い

し
、

要
求

）
す

る
こ

と
を

え
な

い
。
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 S
ch
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 V
or

sp
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r G
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uf
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あ
る

家
臣

が
彼

の
代

言
人

の
言

葉
を

肯
定

せ
ず

、
そ

し
て

主
君

が
そ

の
か

ど
で

代
言

人
の

責
を

問
う

（
な

い
し

、
代

言
人

を
問

責
す

る
）

場
合

は
、

彼
（

＝
代

言
人

）
は

そ
の

か
ど

で
（

主
君

に
）

罰
金

を
支

払
わ

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

彼
（

＝
代

言
人

）
が

、
そ

れ
に

対
し

て
（

彼
の

権
利

に
基

づ
き

）
（

単
独

で
）

宣
誓

を
行

い
、

（
次

の
こ

と
、

す
な

わ
ち

）
彼

（
＝

自
分

）
は

、
彼

（
＝

自
分

）
が

代
言

人
と

し
て

そ
の

者
に

与
え

ら
れ

た
か

の
者

（
＝

主
君

に
よ

っ
て

召
喚

さ
れ

問
責

さ
れ

て
い

る
家

臣
本

人
）

が
彼

（
＝

自
分

）
に

乞
う

（
た

）
の

と
違

う
よ

う
に

は
話

さ
な

か
っ

た
こ

と
、

を
宣

誓
す

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
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 N
ac

hk
om

m
e 

bi
et

et
 d

em
 L

eh
ns

he
rr

en
 d

es
父

の
死

後
息

は
、

1年
と

1日
以

内
に

、
彼

の
主

君
の

許
へ

赴
き

、
そ

し
て

彼
（

＝
主

君
）

に
対

し
て

両
手

を
合

わ
せ

て
（

＝
両

手
の

指
を

互
い

に
絡

ま
せ

て
）

彼
（

＝
息

）
の

忠
誠

宣
誓

を
捧

げ
る

べ
き

で
あ

り
、

そ
し

て
（

な
い

し
、

そ
の

際
）

彼
（

＝
息

）
は

、
主

君
が

立
っ

て
い

る
場

合
は

、
彼

（
＝

主
君

）
の

て
が

彼
（

＝
息

）
に

届
く

ほ
ど

近
く

ま
で

、
彼

（
＝

主
君

）
に

歩
み

寄
る

べ
き

で
あ

る
。

し
か

し
、

主
君

が
（

椅
子

に
）

座
っ

て
い

れ
ば

、
彼

（
＝

息
）

は
彼

（
＝

主
君

）
の

前
に

跪
く

べ
き

で
あ

る
。

彼
（

＝
息

）
は

（
そ

の
際

）
両

手
を

主
君

の
法

に
動

か
す

（
＝

差
し

出
す

）
べ

き
で

あ
る

、
と

言
う

者
が

幾
人

か
い

る
が

、
そ

れ
は

当
た

ら
な

い
。

と
い

う
の

は
、

家
臣

が
、

彼
（

＝
主

君
）

が
立

っ
て

い
れ

ば
主

君
の

方
へ

歩
み

寄
り

、
あ

る
い

は
、

彼
（

＝
主

君
）

が
（

椅
子

に
）

坐
っ

て
い

れ
ば

彼
（

＝
主

君
）

の
前

に
跪

く
時

、
彼

（
＝

家
臣

）
の

身
体

全
体

が
（

主
君

の
方

へ
）

動
く

の
で

あ
っ

て
、

手
も

（
そ

れ
に

連
れ

て
）

動
か

ざ
る

を
え

な
い

（
＝

手
だ

け
を

主
君

の
方

に
差

し
出

す
の

で
は

な
い

）
か

ら
で

あ
る

。
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 A

bl
eh

nu
ng

 d
es

 G
ef

ol
gs

ch
af

ts
an

ge
bo

ts
主

君
が

不
法

に
も

（
＝

法
（

の
定

め
）

に
反

し
て

）
、

彼
（

＝
主

君
）

が
彼

（
＝

家
臣

）
を

（
自

分
の

）
家

臣
と

し
て

受
け

入
れ

る
こ

と
を

拒
む

（
な

い
し

、
拒

ん
だ

）
場

合
は

、
家

臣
は

、
彼

（
＝

家
臣

）
が

彼
の

忠
誠

宣
誓

（
な

い
し

、
臣

従
礼

）
を

そ
の

（
授

封
を

受
け

る
）

た
め

に
捧

げ
た

所
領

を
保

持
す

べ
き

で
あ

っ
て

、
（

そ
れ

囲
碁

、
そ

の
所

領
を

）
（

主
君

に
対

す
る

）
勤

務
な

し
に

専
有

す
る

こ
と

が
で

き
、

彼
が

そ
の

こ
と

に
つ

い
て

生
き

た
証

拠
（

＝
証

人
）

を
有

す
る

限
り

、
（

主
君

に
対

し
て

）
二

度
と

再
び

そ
の

所
領

（
の

授
封

）
を

希
求

要
が

な
く

、
さ

ら
に

そ
の

所
領

を
彼

（
＝

自
分

）
の

子
（

た
ち

）
に

相
続

さ
れ

、
ま

た
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
彼

（
＝

自
分

）
の

家
臣

（
た

ち
）

に
（

又
）

授
封

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
け

だ
し

彼
（

＝
家

臣
）

は
、

そ
れ

に
つ

い
て

彼
（

＝
家

臣
）

に
法

（
こ

の
場

合
、

授
封

）
が

拒
ま

れ
た

所
領

を
法

（
の

定
め

）
に

従
っ

て
取

得
し

た
の

だ
か

ら
。

（
し

た
が

っ
て

）
家

臣
は

、
彼

の
（

た
め

に
）

証
人

（
に

な
る

べ
き

者
）

が
死

亡
し

な
い

限
り

、
彼

の
忠

誠
宣

誓
（

な
い

し
、

臣
従

礼
）

を
も

う
一

度
捧

げ
る

こ
と

を
要

し
な

い
（

の
で

あ
る

）
。
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t d
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f d
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r d
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H
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m
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 d
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er
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I

主
君

が
家

臣
に

対
し

て
、

彼
（

＝
家

臣
）

が
法

（
の

定
め

）
に

従
っ

て
彼

（
＝

主
君

）
の

許
へ

持
ち

込
ん

だ
所

領
を

封
与

す
る

場
合

は
、

彼
（

＝
家

臣
）

は
彼

（
＝

主
君

）
に

対
し

て
、

彼
が

知
っ

て
い

る
も

の
（

＝
所

領
）

は
、

直
ち

に
そ

れ
を

す
べ

て
（

特
定

し
て

具
体

的
に

）
申

し
立

て
る

義
務

を
負

う
。

し
か

し
な

が
ら

、
彼

（
＝

家
臣

）
が

（
具

体
的

に
）

知
ら

な
い

も
の

（
＝

所
領

）
は

、
彼

（
＝

家
臣

）
は

そ
れ

を
彼

（
主

君
）

に
対

し
て

14
夜

後
に

（
具

体
的

に
特

定
し

て
）

申
し

立
て

る
べ

き
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

主
君

は
、

彼
（

＝
家

臣
）

に
（

14
夜

後
に

）
（

裁
判

）
期

日
を

定
め

て
（

家
臣

を
）

彼
（

＝
主

君
）

の
家

臣
（

た
ち

）
の

前
へ

（
＝

主
君

の
レ

ー
ン

法
廷

へ
）

召
喚

す
べ

き
で

あ
る

。
何

で
あ

れ
彼

（
＝

家
臣

）
が

そ
こ

で
申

し
立

て
な

い
（

な
い

し
、

申
し

立
て

な
か

っ
た

）
も

の
（

＝
所

領
）

に
つ

い
て

は
、

彼
（

＝
家

臣
）

は
そ

れ
以

後
の

（
そ

の
授

封
を

求
め

、
あ

る
い

は
、

そ
れ

を
訴

求
す

る
）

権
利

を
持

た
な

い
。
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ま
た

或
る

領
主

（
封

主
）

が
或

る
土

地
（

gu
t）

を
或

る
人

（
封

臣
）

に
留

保
な

し
に

授
封

す
る

な
ら

ば
、

そ
の

（
土

地
の

）
上

に
あ

る
建

物
は

い
か

な
る

も
の

で
も

、
そ

の
土

地
と

一
緒

に
そ

の
人

（
封

臣
）

の
も

の
と

な
る

、
〈

あ
た

か
も

そ
れ

が
か

つ
て

領
主

（
封

主
）

の
も

の
で

あ
っ

た
ご

と
く

に
、

た
だ

し
彼

（
領

主
）

が
そ

れ
を

除
外

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

。
〉

久
保

正
幡

（
訳

）
石

川
武

（
訳

）
直

居
淳

（
訳

）
（

19
77

）
『

ザ
ク

セ
ン

シ
ュ

ピ
ー

ゲ
ル

・
ラ

ン
ト

法
』
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東
京

：
創

文
社
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ch
af

t a
uf

2人
の

家
臣

に
主

君
は

（
同

じ
）

一
つ

の
所

領
を

封
与

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
す

な
わ

ち
、

一
人

は
そ

れ
に

つ
い

て
ゲ

ヴ
ェ

ー
レ

（
＝

占
有

・
占

有
権

）
を

持
ち

、
そ

し
て

も
う

一
人

は
、

そ
の

所
有

を
ゲ

ヴ
ェ

ー
レ

の
中

に
持

っ
て

い
る

（
＝

現
に

レ
ー

ン
と

し
て

占
有

・
支

配
し

て
い

る
）

者
が

封
相

続
人

な
し

に
死

亡
し

た
場

合
は

〈
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
そ

れ
に

つ
い

て
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
持

っ
て

い
る

も
の

が
受

領
す

る
〉

、
と

い
う

ゲ
デ

ィ
ン

ゲ
（

＝
予

約
）

を
（

持
つ

）
と

言
う

よ
う

に
。

ま
た

、
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
ゲ

ヴ
ェ

ー
レ

の
中

に
持

っ
て

い
る

（
＝

現
に

レ
ー

ン
と

し
て

占
有

・
支

配
し

て
い

る
）

者
が

そ
れ

を
手

放
す

（
な

い
し

、
主

君
に

返
還

す
る

）
な

ら
ば

、
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

は
破

ら
れ

る
（

＝
破

棄
さ

れ
る

）
。

但
し

、
彼

、
す

な
わ

ち
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
手

放
し

（
な

い
し

、
主

君
に

返
還

し
）

た
者

が
、

そ
れ

を
再

び
（

主
君

か
ら

）
受

領
し

、
（

そ
の

後
彼

が
封

相
続

人
な

し
に

死
亡

し
て

）
そ

の
所

領
に

つ
い

て
（

の
占

有
権

が
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
持

つ
者

に
）

帰
属

す
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
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い
ず

れ
か

の
主

君
が

か
れ

の
家

臣
に

あ
る

所
領

を
（

次
の

よ
う

な
条

件
で

、
す

な
わ

ち
）

そ
れ

が
少

な
く

て
も

多
く

て
も

、
そ

れ
（

＝
あ

る
所

領
）

が
彼

（
＝

主
君

）
に

と
っ

て
最

初
に

自
由

に
な

る
時

に
（

つ
ま

り
、

最
初

に
主

君
の

手
に

戻
っ

た
所

領
を

、
そ

の
大

小
に

関
わ

ら
ず

そ
の

家
臣

に
占

有
・

支
配

さ
せ

る
と

い
う

条
件

で
）

封
与

し
、

そ
の

後
も

う
一

人
（

の
家

臣
）

に
（

具
体

的
に

こ
の

所
領

に
特

定
さ

れ
）

明
示

さ
れ

た
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
封

与
す

る
（

な
い

し
、

し
た

）
場

合
、

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
を

ゲ
ヴ

ェ
ー

レ
の

中
に

持
っ

て
い

る
（

レ
ー

ン
と

し
て

占
有

・
支

配
し

て
い

る
）

者
が

死
亡

す
る

（
あ

る
い

は
、

し
た

）
時

、
前

者
は

後
者

に
対

し
（

彼
よ

り
も

）
先

の
（

＝
先

に
与

え
ら

れ
て

い
た

）
レ

ー
ン

（
あ

る
い

は
授

封
）

を
も

っ
て

（
あ

る
い

は
、

そ
れ

を
理

由
に

）
、

彼
（

＝
後

者
）

の
（

こ
の

所
領

に
特

定
さ

れ
）

明
示

さ
れ

た
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
破

る
こ

と
を

え
な

い
。
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武
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01
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訳
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ス
と
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け
だ

し
そ

れ
（

＝
そ

の
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

が
設

定
さ

れ
て

い
た

所
領

）
は

（
そ

れ
を

占
有

・
支

配
し

て
い

た
家

臣
の

死
亡

に
よ

っ
て

）
主

君
に

と
っ

て
自

由
に

な
る

（
主

君
の

手
に

戻
る

）
こ

と
は

な
い

か
ら

で
あ

る
。

但
し

人
（

＝
主

君
）

が
（

前
者

と
の

約
定

＝
彼

へ
の

待
機

権
の

封
与

を
反

故
に

す
る

た
め

に
）

、
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
ゲ

ヴ
ェ

ー
レ

の
中

に
持

つ
（

＝
占

有
・

支
配

し
て

い
る

）
者

が
病

床
に

臥
し

て
い

る
間

に
脱

法
的

譲
与

の
手

段
と

し
て

（
そ

の
所

領
に

つ
い

て
の

）
ゲ

デ
ィ

ン
ゲ

を
（

別
な

家
臣

に
）

封
与

す
る

（
な

い
し

、
し

た
）

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

。
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あ
る

主
君

が
彼

の
家

臣
に

所
領

を
、

そ
れ

（
＝

あ
る

所
領

）
が

（
そ

れ
を

占
有

・
支

配
し

て
い

る
）

彼
の

家
臣

の
死

亡
に

よ
り

彼
（

＝
主

君
）

に
と

っ
て

最
初

に
自

由
に

な
る

（
主

君
の

手
に

戻
っ

た
）

時
に

（
占

有
・

支
配

さ
せ

る
）

、
と

い
う

よ
う

に
（

＝
と

い
う

条
件

で
）

封
与

し
、

そ
れ

に
つ

い
て

そ
れ

以
外

の
こ

と
を

決
め

（
て

い
）

な
い

場
合

は
、

そ
の

家
臣

は
主

君
に

と
っ

て
自

由
に

な
る

（
＝

主
君

の
手

に
戻

る
）

最
初

の
所

領
を

、
そ

れ
が

自
由

（
＝

ま
た

授
封

さ
れ

て
い

な
い

状
態

）
で

あ
る

に
せ

よ
（

死
亡

し
た

家
臣

の
家

臣
、

主
君

か
ら

見
れ

ば
又

家
臣

に
）

（
又

）
授

封
さ

れ
て

い
る

（
状

態
で

あ
る

）
に

せ
よ

、
（

主
君

か
ら

）
受

領
す

べ
き

で
あ

る
。

家
臣

に
封

与
さ

れ
（

ま
だ

）
（

占
有

）
指

定
（

な
い

し
、

特
定

・
明

示
）

さ
れ

て
い

な
い

い
ず

れ
の

所
領

を
も

、
彼

（
＝

家
臣

）
は

、
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

が
彼

（
＝

家
臣

）
に

封
与

さ
れ

た
後

（
そ

の
帰

属
を

め
ぐ

り
争

い
が

生
じ

た
時

は
）

、
証

人
（

に
よ

る
立

証
）

を
も

っ
て

（
立

証
・

）
取

得
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
彼

（
＝

家
臣

）
は

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
に

つ
い

て
ゲ

ヴ
ェ

ー
レ

（
＝

占
有

）
を

欠
い

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。

石
川

武
 (

20
01

)「
資

料
ザ

ク
セ

ン
シ

ュ
ピ

ー
ゲ

ル
・

レ
ー

ン
法

邦
訳
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)ア

ウ
ク

ト
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ー

ト
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ス
と
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比
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・

対
照
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も

兼
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て
」

『
北

大
法
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集
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,
あ

る
主

君
が

、
上

級
主

君
の

前
（

＝
レ

ー
ン

法
廷

）
で

彼
の

家
臣

の
所

領
（

＝
主

君
が

自
分

の
家

臣
に

（
又

）
授

封
し

て
い

る
レ

ー
ン

）
に

つ
い

て
、

い
つ

で
あ

れ
彼

（
＝

下
級

主
君

）
が

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
を

（
上

級
主

君
か

ら
）

受
領

し
、

そ
し

て
（

な
い

し
、

し
た

が
っ

て
）

彼
（

＝
主

君
）

が
法

（
の

定
め

）
に

よ
っ

て
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
（

特
定

し
て

）
申

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

時
に

、
（

そ
の

所
領

が
上

級
主

君
か

ら
授

封
さ

れ
た

レ
ー

ン
で

あ
る

こ
と

を
）

否
認

し
、

あ
る

い
は

、
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
申

告
し

な
い

（
な

い
し

、
し

な
か

っ
た

）
場

合
は

、
そ

の
家

臣
は

、
彼

の
（

＝
彼

に
認

め
ら

れ
て

い
る

）
法

定
の

期
限

内
に

上
級

主
君

に
対

し
て

、
彼

の
レ

ー
ン

の
授

封
更

新
を

求
め

る
べ

き
で

あ
る

。
〈

け
だ

し
〉

、
（

こ
の

場
合

）
（

下
級

）
主

君
は

彼
の

権
利

を
言

い
間

違
い

や
沈

黙
（

＝
申

告
し

な
い

こ
と

）
に

よ
っ

て
失

う
こ

と
が

あ
（

り
う

）
る

が
、

彼
の

家
臣

は
、

彼
の

家
臣

が
法

（
の

定
め

る
手

続
）

に
従

い
（

＝
上

級
主

君
の

レ
ー

ン
法

廷
で

）
そ

の
所

領
を

（
自

分
の

レ
ー

ン
で

あ
る

と
し

て
）

（
主

張
・

）
擁

護
す

る
な

ら
ば

、
（

そ
う

す
る

＝
主

君
の

言
い

間
違

い
や

沈
黙

に
よ

っ
て

彼
の

権
利

を
失

う
）

こ
と

は
な

い
〈

か
ら

で
あ

る
。

〉
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（
又

）
家

臣
が

上
級

主
君

の
許

ま
で

彼
の

所
領

を
追

い
求

め
、

そ
し

て
彼

（
＝

上
級

主
君

）
に

対
し

て
授

封
（

更
新

）
と

（
新

し
い

）
主

君
の

指
定

を
乞

う
時

は
い

つ
で

あ
れ

、
彼

（
＝

又
家

臣
）

は
、

人
（

＝
上

級
主

君
）

が
彼

（
＝

自
分

、
又

家
臣

）
に

（
自

ら
）

授
封

し
、

も
し

く
は

、
（

新
し

い
主

君
を

）
し

て
い

る
以

前
に

、
そ

の
所

領
を

（
特

定
し

て
）

、
ま

た
、

彼
が

（
そ

れ
ま

で
）

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
を

そ
の

者
か

ら
受

領
し

て
い

た
（

＝
家

臣
に

授
封

し
て

い
た

）
主

君
（

の
名

）
を

申
告

す
る

義
務

を
負

う
。
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 B
el

eh
nu

ng
 n

ac
h 

Ve
rw

ei
su

ng
 d

es
ま

た
、

（
上

級
）

主
君

が
彼

（
＝

家
臣

）
に

（
自

ら
授

封
せ

ず
に

）
（

彼
の

家
臣

の
中

か
ら

新
し

い
主

君
を

）
指

定
す

る
こ

と
を

望
（

み
、

そ
の

家
臣

＝
新

し
い

主
君

が
そ

の
指

定
に

つ
い

て
、

例
え

ば
自

分
は

そ
れ

を
知

ら
な

か
っ

た
と

し
て

争
い

、
（

又
）

家
臣

に
対

す
る

授
封

を
拒

）
む

場
合

、
か

の
者

（
＝

（
又

）
家

臣
）

は
、

こ
の

（
主

君
の

）
指

定
を

、
そ

の
（

上
級

）
主

君
に

対
し

て
証

人
（

に
よ

る
立

証
）

を
も

っ
て

、
（

す
な

わ
ち

）
彼

（
＝

上
級

主
君

）
の

家
臣

た
ち

の
法

（
な

い
し

権
利

）
に

従
い

（
具

体
的

に
は

彼
の

家
臣

た
ち

の
宣

誓
を

も
っ

て
）

、
（

次
の

こ
と

、
す

な
わ

ち
）

彼
（

＝
家

臣
、

自
分

）
が

彼
（

＝
上

級
主

君
）

に
対

し
て

、
法

（
の

定
め

）
に

よ
っ

て
彼

（
＝

上
級

主
君

）
が

彼
（

＝
家

臣
、

自
分

）
に

（
新

し
い

主
君

を
）

指
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
よ

う
に

（
正

し
く

法
に

適
っ

た
仕

方
で

）
、

授
封

更
新

を
求

め
た

こ
と

を
立

証
す

べ
き

で
あ

る
。

彼
（

＝
（

又
）

家
臣

）
が

こ
の

こ
と

を
上

級
主

君
に

対
し

て
（

証
人

に
よ

り
）

立
証

す
る

（
な

い
し

、
し

た
）

な
ら

ば
、

人
（

＝
上

級
主

君
）

が
彼

（
＝

家
臣

）
に

指
定

す
る

（
な

い
し

、
し

た
）

（
新

し
い

）
主

君
に

対
し

て
は

、
彼

（
＝

家
臣

）
は

い
か

な
る

（
証

人
に

よ
る

）
立

証
を

も
必

要
と

し
な

い
。
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び
と

（
＝

い
か

な
る

家
臣

）
も

、
彼

の
主

君
が

彼
（

＝
家

臣
）

に
封

与
し

て
い

た
所

領
を

（
こ

の
同

じ
主

君
か

ら
）

も
う

一
度

（
な

い
し

、
改

め
て

）
受

領
す

る
必

要
は

な
い

。
彼

（
＝

主
君

）
が

そ
れ

（
＝

そ
の

所
領

）
を

（
上

級
主

君
に

）
返

還
ま

た
は

売
却

し
、

そ
し

て
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
（

上
級

主
君

か
ら

）
再

び
受

領
す

る
（

な
い

し
、

し
た

）
場

合
、

彼
（

＝
主

君
）

が
6週

と
1

年
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

に
つ

い
て

ゲ
ヴ

ェ
ー

レ
（

＝
占

有
）

を
欠

い
て

い
る

（
な

い
し

、
い

た
）

の
で

な
い

限
り

。
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い
ず

れ
か

の
家

臣
の

（
＝

家
臣

に
授

封
さ

れ
て

い
た

）
所

領
を

主
君

が
、

そ
の

所
領

の
持

主
で

あ
る

（
＝

そ
の

所
領

を
授

封
さ

れ
て

い
た

）
彼

（
＝

家
臣

）
が

居
合

わ
せ

て
い

る
と

こ
ろ

で
、

そ
の

家
臣

の
正

式
な

異
議

（
申

立
）

な
し

に
、

よ
そ

へ
（

＝
別

な
家

臣
に

）
封

与
す

る
（

な
い

し
、

し
た

）
場

合
、

彼
（

＝
そ

の
家

臣
）

は
、

そ
れ

以
前

に
は

そ
の

者
の

レ
ー

ン
で

あ
っ

た
そ

の
所

領
に

つ
い

て
、

も
は

や
い

か
な

る
権

利
を

も
主

張
（

な
い

し
、

要
求

）
す

る
こ

と
を

え
な

い
。
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 S
ch

w
ur

 d
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 V
or

sp
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ch
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s 
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r G
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ht
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uf

 d
ie

あ
る

家
臣

が
彼

の
代

言
人

の
言

葉
を

肯
定

せ
ず

、
そ

し
て

主
君

が
そ

の
か

ど
で

代
言

人
の

責
を

問
う

（
な

い
し

、
代

言
人

を
問

責
す

る
）

場
合

は
、

彼
（

＝
代

言
人

）
は

そ
の

か
ど

で
（

主
君

に
）

罰
金

を
支

払
わ

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

彼
（

＝
代

言
人

）
が

、
そ

れ
に

対
し

て
（

彼
の

権
利

に
基

づ
き

）
（

単
独

で
）

宣
誓

を
行

い
、

（
次

の
こ

と
、

す
な

わ
ち

）
彼

（
＝

自
分

）
は

、
彼

（
＝

自
分

）
が

代
言

人
と

し
て

そ
の

者
に

与
え

ら
れ

た
か

の
者

（
＝

主
君

に
よ

っ
て

召
喚

さ
れ

問
責

さ
れ

て
い

る
家

臣
本

人
）

が
彼

（
＝

自
分

）
に

乞
う

（
た

）
の

と
違

う
よ

う
に

は
話

さ
な

か
っ

た
こ

と
、

を
宣

誓
す

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
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 N
ac

hk
om

m
e 

bi
et

et
 d

em
 L

eh
ns

he
rr

en
 d

es
父

の
死

後
息

は
、

1年
と

1日
以

内
に

、
彼

の
主

君
の

許
へ

赴
き

、
そ

し
て

彼
（

＝
主

君
）

に
対

し
て

両
手

を
合

わ
せ

て
（

＝
両

手
の

指
を

互
い

に
絡

ま
せ

て
）

彼
（

＝
息

）
の

忠
誠

宣
誓

を
捧

げ
る

べ
き

で
あ

り
、

そ
し

て
（

な
い

し
、

そ
の

際
）

彼
（

＝
息

）
は

、
主

君
が

立
っ

て
い

る
場

合
は

、
彼

（
＝

主
君

）
の

て
が

彼
（

＝
息

）
に

届
く

ほ
ど

近
く

ま
で

、
彼

（
＝

主
君

）
に

歩
み

寄
る

べ
き

で
あ

る
。

し
か

し
、

主
君

が
（

椅
子

に
）

座
っ

て
い

れ
ば

、
彼

（
＝

息
）

は
彼

（
＝

主
君

）
の

前
に

跪
く

べ
き

で
あ

る
。

彼
（

＝
息

）
は

（
そ

の
際

）
両

手
を

主
君

の
法

に
動

か
す

（
＝

差
し

出
す

）
べ

き
で

あ
る

、
と

言
う

者
が

幾
人

か
い

る
が

、
そ

れ
は

当
た

ら
な

い
。

と
い

う
の

は
、

家
臣

が
、

彼
（

＝
主

君
）

が
立

っ
て

い
れ

ば
主

君
の

方
へ

歩
み

寄
り

、
あ

る
い

は
、

彼
（

＝
主

君
）

が
（

椅
子

に
）

坐
っ

て
い

れ
ば

彼
（

＝
主

君
）

の
前

に
跪

く
時

、
彼

（
＝

家
臣

）
の

身
体

全
体

が
（

主
君

の
方

へ
）

動
く

の
で

あ
っ

て
、

手
も

（
そ

れ
に

連
れ

て
）

動
か

ざ
る

を
え

な
い

（
＝

手
だ

け
を

主
君

の
方

に
差

し
出

す
の

で
は

な
い

）
か

ら
で

あ
る

。

石
川

武
 (

20
01

)「
資

料
ザ

ク
セ

ン
シ

ュ
ピ

ー
ゲ

ル
・

レ
ー

ン
法

邦
訳

(4
)ア

ウ
ク

ト
ル

・
ヴ

ェ
ー

ト
ゥ

ス
と

の
比

較
・

対
照

を
も

兼
ね

て
」

『
北

大
法

学
論

集
』

52
(2

),

Le
he

nr
ec

ht
: 

Ln
r.

 2
2 

§3
 S

at
z 

1:
 A

bl
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es

 G
ef
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ch
af

ts
an

ge
bo

ts
主

君
が

不
法

に
も

（
＝

法
（

の
定

め
）

に
反

し
て

）
、

彼
（

＝
主

君
）

が
彼

（
＝

家
臣

）
を

（
自

分
の

）
家

臣
と

し
て

受
け

入
れ

る
こ

と
を

拒
む

（
な

い
し

、
拒

ん
だ

）
場

合
は

、
家

臣
は

、
彼

（
＝

家
臣

）
が

彼
の

忠
誠

宣
誓

（
な

い
し

、
臣

従
礼

）
を

そ
の

（
授

封
を

受
け

る
）

た
め

に
捧

げ
た

所
領

を
保

持
す

べ
き

で
あ

っ
て

、
（

そ
れ

囲
碁

、
そ

の
所

領
を

）
（

主
君

に
対

す
る

）
勤

務
な

し
に

専
有

す
る

こ
と

が
で

き
、

彼
が

そ
の

こ
と

に
つ

い
て

生
き

た
証

拠
（

＝
証

人
）

を
有

す
る

限
り

、
（

主
君

に
対

し
て

）
二

度
と

再
び

そ
の

所
領

（
の

授
封

）
を

希
求

要
が

な
く

、
さ

ら
に

そ
の

所
領

を
彼

（
＝

自
分

）
の

子
（

た
ち

）
に

相
続

さ
れ

、
ま

た
そ

れ
（

＝
そ

の
所

領
）

を
彼

（
＝

自
分

）
の

家
臣

（
た

ち
）

に
（

又
）

授
封

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
け

だ
し

彼
（

＝
家

臣
）

は
、

そ
れ

に
つ

い
て

彼
（

＝
家

臣
）

に
法

（
こ

の
場

合
、

授
封

）
が

拒
ま

れ
た

所
領

を
法

（
の

定
め

）
に

従
っ

て
取

得
し

た
の

だ
か

ら
。

（
し

た
が

っ
て

）
家

臣
は

、
彼

の
（

た
め

に
）

証
人

（
に

な
る

べ
き

者
）

が
死

亡
し

な
い

限
り

、
彼

の
忠

誠
宣

誓
（

な
い

し
、

臣
従

礼
）

を
も

う
一

度
捧

げ
る

こ
と

を
要

し
な

い
（

の
で

あ
る

）
。
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両腕を前方に伸ばすか、対面相手を指さ
すといった典型的な指差表象の下に描か
れている。もし、これらが手話ないし身
振りを用いているときの唖者を描いたも
のであるとすれば、まさしく手話を用い
ているときの様子が指差表象として抽出
され、多重描写を排した形で描かれたこ
とになる。多腕像を排するかのようにも
見受けられる描写姿勢と『ザクセンシュ
ピーゲル』写本群において多腕像の腕が
年を経るごとに減っていく傾向との相関
性は今後の検証課題であろう。
　本稿では聾唖表象の不可視性における
手指表象の間テクスト性及びパラテクス
ト性について論じた。図版と図註釈（な
いし図説明文）の間における相互作用や
力関係を間テクスト性パラテクスト性に
基づいて論じると共に、肢体不自由や視
覚障害といった他の身体障害における位
相との比較を行うことにより、聾唖表象
と手指表象における間テクスト性及びパ
ラテクスト性の検証を深めていき、可視
性に優れた障害と不可視性を多分に帯び
た障害における様相の差違を障害歴史学
における非文字史料論に照射することが
望まれよう。
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